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Implimentation of WEB System with SNS function in Supporting Practice Teaching
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概要:本研究では，教育実習において，教育実習生が作成する指導案の作成を支援する，WEBベースの教育実
習支援システムを設計し実装した．実習時，教育実習生は，指導案を作成する．しかし，教育実習生にとって指
導案を作成することは，非常に困難である．そこで，本研究では，より効率的に指導案の作成を支援する，SNS
のような機能を有するWEBベースの教育実習支援システムを設計し実装を行った．このシステムを用いて，教
育実習生は過去の指導案を検索，閲覧することができる．更に，意見交換を行うことで，より質の高い指導案
を作成することができると考えられる．作成したシステムの有効性を評価するために，本大学の教育地域科学
部の学生に協力してもらい，本システムのシミュレーション評価実験を行った．アンケート結果から，本シス
テムを用いることにより，情報不足が改善され，より良い指導案作成支援ができていることが示された．
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1 はじめに
実習生は教育実習の中で担当教員とのやり取りを通

して，指導案と板書計画を毎授業作成しなければなら

ない [1]．しかし，この指導案と板書計画の作成は膨

大な時間がかかるとともに，実習生にとって未経験で

あり情報不足であるという問題点があげられる．そこ

で，WEB 技術を用いて，教育実習を支援することを

考える．

現在，WEB 教育システムには，大学の教育 (授業)

支援を行うもので，受講学生にとって，予習・復習や

レポート提出がどこからでも行えるようなシステム [2]

がある．他にも，大学の講義において，講義資料の提

供，講義情報の連絡，受講学生の管理などが行えるシ

ステム [3]もある．このような教育システムは，WEB

技術を用いることによって，ネット環境さえあれば，ど

こでも活用することができ，また，複数人が使用する

ことによって，より教育支援効果が期待できる．

そこで，本研究では，WEBシステムによる，効率

的な指導案作成支援を目指す．指導案をWEB上で作

成し，データベースに保存することにより，いつでも

指導案の作成ができるようにする．また，データベー

スに保存された指導案を検索し，閲覧することができ

るようにする．加えて，意見交換を行えるようにする

ことで，担当教員との意見のやり取りを行えるように

する．これにより，教育実習の支援が行えると考える．

自分の教育実習の経験を活かし，より使いやすいシス

テムの作成が可能となると考える．

2 システムの設計・実装
指導案作成・修正・閲覧・検索，また担当教員らとの

意見交換及び，指導案を蓄積することで教育実習を支

援するシステムを設計し，実装する．このシステムで

は，指導案の作成・修正を行い，指導案をデータベース

に保存したり，過去に作成された指導案をデータベー

スから検索し，閲覧することを可能とする．このよう

な機能を有するシステムの概要図を図 1に与える．以

下に，主な機能の説明を与える．
[ユーザー情報処理機能] ユーザーの管理を行う機

図 1: システムの概要図
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能．各ユーザー毎に，行える機能の実行権限を含め管

理する．
[指導案修正機能] 作成した指導案の修正を行う機

能．修正を行う際は，修正元の指導案のコピーをとり，

書き換えることで，バージョン管理を可能とした．
[pdf作成・閲覧機能] 蓄積されている指導案を pdf

に変換する機能．入力されたデータを TeX のスタイ

ルファイルを用いてTeX ファイルに変換し，platexを

用いて dvi ファイルへと変換し，dvipdfmx を用いて，

pdf ファイルへと変換している．
機能の中で，指導案修正機能と意見交換機能は，同

時に行えた方が指導案修正の効率が上がると考え，指

導案修正と意見交換は同じ画面で行うようにした．図

2が，その例である．

3 システム運用実験
3.1 実験目的及び方法
実装した本システムを本研究室内ネットワーク限定

で公開し，シミュレーション実験を行った．実験の目的

は，本システムを使用することにより，指導案作成時

に問題であった情報不足をどの程度改善できているか

を明らかにすることである．実験は，本大学の教育学

部の学生 8名で行った．指導案作成未経験である 1年

生 4名に実習生役，指導案作成経験のある 3年生 4名

に担当教員役とし，本システムを用いて指導案を作成

してもらった．その上で，システムの評価をアンケー

トにより行った．

3.2 アンケート結果
アンケートでは１点を最低点，５点を最高点とした．

アンケートの質問項目と平均点を表 1 に与える．全て

の項目において，平均 4.25点以上であり，本システム

に実装した機能により，指導案作成時の情報不足を補

うことに成功した．つまり，本システムの有効性を示

している．

図 2: 指導案修正＆意見交換

表 1: アンケートの質問項目と平均点
質問項目 平均点

意見交換機能で意見交換しながら指導案の修正を行

えることは、指導案の修正に有効な機能であるか？

(情報不足の改善につながっているのか？

4.375点

　　指導案修正機能によってバージョン管理を行い、

修正毎に自身の指導案が残っていくことで、自身の

指導案を振り返ることができるが、それは指導案の

作成及び修正にあたって有効な機能であるか？

4.25点

指導案検索機能を用いて、過去の実習生が作成した

指導案を検索して、閲覧できることは指導案の作成

及び修正に有効な機能であるか？(情報不足の改善に

つながっているのか？)

4.5点

指導案作成機能は他の機能と併せて使用することで、

指導案作成時に情報不足を補い、相乗効果を得られ

ているか？

4.5点

4 考察
本システムは，指導案の作成・修正・検索・閲覧，ま

た担当教員や他の実習生と意見交換できる機能がひと

つのシステムとして実装されている．さらにこれらが

WEB上で行えることで，より多くの指導案を閲覧で

き，またより多くの人の意見を参考にすることができ，

情報不足の改善につながると考える．また，アンケー

ト自由記述意見として「指導案を作成する流れができ

あがっていて，作ったことがなくてもわかりやすかっ

た」，「修正するところに教員からのコメントが得られ

ることで、自分自身でも修正箇所について考えること

ができる」，及び「少数の意見に偏らず、幅の広い意

見を得ることができるため、様々な改善策や作成法が

見つかり、非常に有効であると思う」があった．つま

り，本システムで実装している指導案の作成・修正・

検索・閲覧，また意見交換は実習生の指導案作成にあ

たって，情報不足を改善し，より良い指導案の作成の

支援ができていると考える．
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